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歳　入
　歳入総額に占める市税、使用料等の自主財源は前年度比
１.４パーセントの減、国・県支出金や地方交付税等の依存
財源は前年度比９.１パーセントの増となっています。

歳　出
　子育て・教育、環境、健康・福祉、危機管理・生活
基盤整備、産業・交流、市民活動・協働の６つの柱を
中心に、各部・課・係ごとに事業内容を精査し、限ら
れた財源を効率的に活用する予算編成としました。前
年度との比較では、まちづくり交付金事業などの大規
模事業を予定しているため、普通建設事業費が１５.０
パーセント増となっています。

用語解説
【歳入】
・地方交付税　　　地方公共団体が等しく事務を行うことができるよう、

一定の基準で国が交付するもの
・市　　　債　　　資金調達のための借入金
・繰　入　金　　　特別会計や基金から一般会計に繰り入れるもの

【歳出】
・扶　助　費　　　高齢者、児童、生活困窮者等への支援に要する経費
・公　債　費　　　市が借り入れた借金（市債）の元金、利子の償還金
・普通建設事業費　道路や橋、公共施設の建設に要する経費
・繰　出　金　　　一般会計から特別会計への操出金

特別会計は、市が特定の事業を行うために一般会計とは別に設けられた
会計で、主として保険料や使用料などの収入で賄われています。また、
企業会計は、その事業で得る収入で支出を賄う独立採算型の会計です。

主な特別会計・企業会計
主な特別会計 平成21年度当初予算
国民健康保険事業 41億4,802万円
後期高齢者医療 ３億4,007万円
老人保健 150万円
介護保険事業 31億5,418万円
奨学資金 383万円
住宅新築資金等貸付事業 6,210万円
公共下水道事業 24億6,100万円
農業集落排水事業 ２億4,800万円
小諸公園事業 １億5,157万円

企業会計 平成21年度当初予算
 収　益 収　入 ８億6,751万円

水道事業会計  支　出 ８億4,429万円
 資　本 収　入 １億  189万円
  支　出 ５億3,599万円

個人
17億200万円
33.1％ 法人

4億1,400万円
8.0％
固定資産税
23億2,800万円
45.3％

その他
7億50万円
13.6％ 繰入金

6億4,155万円　4.1%
使用料及び手数料
2億8,368万円　1.8%

分担金及び負担金
2億4,206万円　1.6%

繰越金
1億円　0.6%

その他
10億6,185万円
6.8%

地方交付税
35億7,000万円
23.0%

国庫支出金
14億124万円
9.0%

市債
12億8,650万円
8.3%

譲与税・交付金
9億1,250万円　5.9%

県支出金
8億6,612万円
5.6%

51億4,450万円 
33.3% 

74億7,364万円
48.2%

80億3,636万円
51.8%

投資的経費
普通建設事業費
22億574万円
14.2%

人件費
27億881万円
17.5%

扶助費
20億107万円
12.9%

公債費
15億3,085万円
9.9%

物件費
21億5,488万円
13.9%

維持補修費
2億1,537万円
1.4%

補助費等
19億3,395万円
12.5%

繰出金
17億7,514万円
11.4%

その他
9億8,419万円
6.3%

義
     務
         的
             経
               費

62億4,073万円 
40.3%

           そ
     の
他

70億6,353万円
45.5%

歳入合計
155億1,000万円

歳出合計
155億1,000万円

※金額の１万円未満は
　四捨五入


